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学術データベースとしての

生物形態画像データベース

木原

月井雄

章

要約

生物系研究者が所蔵するさまざまな学術情報をデータベース化し，知的基盤

として活用するための手法を研究した。特に，形態情報を画像或いは動画デー

タベースとして蓄積・公開するための手法の開発を行い，「原生生物情報サー

バー」としてその事例を公開してきた。また，並行して他の形態画像データベー

ス（昆虫，植物標本，花のカラー画像等）のデータベース椛築のコンサルティ

ングを行う過程で，その手法を或る程度ルーチン化することに成功した。今日

までにルーチン化できた手法は，①35ｍｍカラースライド画像のデジタル化

とその公開法。②動画と静止画を同一サンプルから記録し，同一インターフェ

イスで公開するための手法。③動画的表現を用いた，タイムラプス画像やマル

チフォーカス画像のオーサリング・ブラウジング手法。④画像データと分類記

載データのリンク手法。⑤電子顕微鏡ネガ画像のデジタル化。⑥古い文献デー

タを画像データとして公開するための手法，である。これらの手法は，他の生

物系学術データに応用可能な部分であり，具体的なマニュアルサイトを立ち上

げることで，研究者がデータベースを構築する際のサポートシステムとして活

川される予定である。

導入

研究資材データの生産者は研究者である。研究者は，｜]々の研究の過程で，

写真や計測データなど様々な資材情報を作成している。しかし，それら膨大な
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量の資材情報の中で，論文等の形で公にされるのはごく一部にすぎない。従来

はその多くが研究者の手許に非公開のまま残されていた。これらの資材`情報を

データベース化しネットワーク上で公開するシステムが確立すれば，学術研究

に役立つ重要な知的基醗となるはずである（月井ら1997,Ogataら1999)。

ＤＮＡデータベースはまさにそのような資材情報のデータベース化ネット

ワーク公開の先がけといえるだろう。しかし，学術研究，とくに生物系の研究

分野で作成される資材データは画像や数値データなど多種多様であり，それら

のデータベース化・ネットワーク公開を，ＤＮＡ情報と同様に公的機関に頼る

ことは事実上不可能といえる。したがって，Ｌ|身物系研究資材･データの多くは，

研究者が自らの手でデータベース化しネットワーク上で公開する以外にない。

本研究では，そのような研究者に|身によるファクトデータベースの構築を促進

するために，応用範囲の広い基本手法の簡素化及びルーチン化を行い，その手

法を公開することで，研究者のデータベース作製の負担の軽減できるようなサ

ポートシステムの構築を目指している。

方法

本研究は，以下に示す具体的なＤＢ構築作業．あるいはそのコンサルティン

グにおいて，具体的なサポートシステムの在り方を研究・開発した（図l)。

ｌ）研究者が自らの手で繊築するデータベースの一例として「原生生物情報

サーバー」（原虫ＤＢ，参考サイトｌ）を構築し，その作業の過程で，画像

データのデジタル化・蓄積手法，動画データの撮影・編集・蓄積手法，そ

れらのデータをＷｅｂページを通じて公開する手法の適正化を行った。

２）米国ベックマン研究所で蓄積された電子顕微鏡ネガ画像をテクニシャン

を使って画像データベースに取り込むためのルーチンを構築した。

３）「日本産アリ類カラーiiHi像データベース」（アリＤＢ，参考サイト２）構

築のコンサルティングを行い，そのＬＩ１で分類誠繊データ，分類検索キーデー

タ，標本画像データのデータ構造を決定し，リンクを辿りながら検索・同

定するシステム設計を行った。

４）「牧野標本館タイプ標本データベース」（牧野ＤＢ，参考サイト３）構築

のコンサルティングを行い，その中で植物標本画像特有の画像閲覧手法を

開発した。
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nrl■ごＩＤ副ＴｎｎＢ

図１Ｗｅｂで公ｌｌＩｌされた'|{物1illi像データベース

1j;〔生生物(左上)，Ｉ｣本産アリ類(右|Z)，牧野棟'Mli(/iZT)，アサガオ（右下）のホームベージ

5）著作権の切れた，或いは耕作ifの｢\|:｢Ｉを得た人手困難な古い文献情報を，

簡易画像データベースとして配備するためのルーチンを柵築した。

6）「日本産アリ類カラーiull像データベース｣，「アサガオ１，像データベース」

（アサガオＤＢ，参考サイト４）柵築のコンサルティングを行い，その中で

既に絶版となった図鑑を辨背の指,｣《の〕亡にＷｅｂ化する手法の適正化を行っ

た。

結果

(1)３５ｍｍスライド画像のデジタル化とそのデータの蓄積手法

35ｍｍカラースライドは，多くの伽域で色『l『現性の高いカラー画像データ
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図２５種類の画像サイズの設定

原生生物儲報サーバーのツリガネムシのlihi像。必要なサイズを選んで表示することができる。

のメディアとして普及している。この画像データを効率良く，かっ色再現性を

失うことなくデータベース化する手法として，Kodak社のPhotoＣＤシステ

ムを利用した。PhotoＣＤには，解像度と色再現性の高さのみならず，取り込

んだ媒体にユニークなシリアル番号が添付される利点が有る。その番号はその

ままデータベース化におけるユニークなインディックス番号として利用するこ

とができた。また，PhotoＣＤから取りだされる５段階の解像度設定のiml像は，

データベースにおける，アイコン，サムネール，プレビュー，拡大画像等にそ

のまま利用することが可能である。

PhotoＣＤの色信号（ＹＣＣ力式）をコンピュータの色信号（RGB）に変換

するための手法と，５段階の解像度の画像をオリジナルインディックス番号と

組み合わせてファイル化する乎法をマニュアル化した（参考サイト５)。

現在，本手法を用いて約１万５千枚の画像をデジタル化，データベース化し

｢原生生物情報サーバー」に組み込んでいる（図2)。また，同様の手法が他の

データベースでも実際に利用されはじめている。
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(2)動画データベースの構築手法

特に原生生物のように生きた状態でのみ形態的な特徴を示す材料では，静l上

面だけではなかなか特徴がつかみにくい。そこで，生きた細胞の動態を動画と

して記録し，形態`情報データに追加することを試みた（図３)。しかし，その

過程で同一場面を静止画として記録することで，より細部の情報を提示する必

要性も明らかになった。

本研究の動画データベース構築では，まず原生生物を対象とした形態画像の

記録手法として，顕微鏡専111静I上imi・動画|同時撮影装置を構築した。この装置

では，静止画データを従来の３５ｍｍスライドデータとして記録する一方で，

動画データはビデオカメラを通じてＤＶ規格のテープに収録する。ＤＶ規格は，

コンピュータ動画処理に親和性が高く，またデジタル化されているので劣化の

無い複製が可能な点で，データベース化の一次データの記録方式としては最適

である。

該/勺;５６膳、
へﾐﾐﾂﾞ三二

壷暉亟〉

蕊鑿ii篝霧蕊

図３動画データベース作製の流れ図

MH微鏡から得られた動画を圧縮・適正化して配信する。
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ＤＶテープに記録された動lmliデータは，媒体の安定性や収納性に優れている

が，内容の確認，編集と言ったランダムなアクセスには向かない。そこで，

DVD-RAMディスクーヒにＤＶ規格デジタルビデオlijIi像ファイルとして収集し，

そこからクリップを切り取ることで，lIilj111lil[縮の元データ（二次データ）を作

製した。

最終的にデータベースに識録するIi1IIIIiiファイルは約１０秒程度のビデオクリッ

プ（約30Ｍb）として切りｌｌＬ，ｉ１ｉ－クリップあたり４段階のファイルサイズ

に圧縮し（約ｌＭｂ１５００Ｋｈ２００Ｋｂ，lOOKb)，史にＷｅｂページにアイコン

サイズでインライン表示するためのＧＩＦアニメーション画像（約２０Ｋb）も

作成した。圧縮のJ手順は，Illli像の縮小あるいはトリミングによる画像サイズの

縮小，PhotoJPEGによるフレーム内lIIli像l];縮，秒あたりのフレーム数（オリ

ジナルは３０フレーム）の削減（約15～８フレーム/秒)，以上三者を組み合わ

せて行った。

圧縮したビデオクリップは，I1iiilkl1lllとほぼ|riil様のフォルダ構造でデータベー

スに組み込んだ。ただし，この場合ファイルサイズが大きいことから将来的な

データベースのポータビリティーが恕〈なると予想される。この問題を解決す

るために，今後新たなデータの分散管Bl1手法を考案する必要性が提示された。

（３）デジタルヒデオカメラを用いたマルチフォーカス画像・

タイムラブス動画作製手法

高解像度デジタルビデオカメラを顕微鏡に接続し，顕微鏡画像を直接デジタ

ル画像ファイルとして記録するシステムを柵築した｡このシステムでは，フレー

ム間で座標軸を完全に一致させるｌｊｉが[U能なので，スタック化したマルチフォー

カス画像（図4）の記録や長１１＄|H]のlMI火lili像記録（タイムラプス記録）が可能

図４マルチフォーカス・アニメーション

焦点をずらして撮影した複数の阿像をスタック化し，アニメーションとして表示する。

Hosei University Repository



3７ 

である。このシステムで撮影したluIi像を動画化してデータベースに組み込むこ

とで，従来デジタル配信データとして提供が難しかった，３次元的な形態や，

長時間の生命現象の記録をデータベース化することが可能となった。

(4)分類データベースの構造化について

Ｗｅｂ上に展開されるファクトデータベースでは，鮫初からＨＴＭＬ文とし

てデータを提供するケースが多い（例：'1;(虫ＤＢ)。この方式は，内容の更新

がさほど頻繁でない場合は作製j0111lを短くできると言う点で効率的で，外部サー

チエンジンのページ検索機能とブラウザのページ内文字検索機能の組み合わせ

で，ある礎度のＤＢ機能を発抓することが可能である。しかし，一方で大きな

分類項目等の改定を行う場合は，そのカスケードードに有るページを全面的に改

定する必要性が発生する。

形態分類ＤＢの一例である「アリＤＢ」の全面改定を行うに当たって，デー

タの構造化を試みた（図５，Kihara群1997)。「アリＤＢ」では，分類指標あ

るいは分類記載と標本画像のBUiLIi｛､|けがＤＢの性能を決める大きな要因であっ

た。ノム本データは，分類名（lIli科名，屈名，IIli属名，種名）をインデックスと

し，命名者やシノニムをまとめた「名IiiiDB｣，現行種名をインデックスとし

分類学的記載を列挙した「記ilikDB｣，ll1Ii像番号をインデックスとした「画像

DB｣，更に「文献ＤＢ」「分類キーＤＢ｣，以上５つのフラット．データベース

にまとめた。これらのＤＢをリレーションしＨＴＭＬ文を自動生成するプログ

ラムを作成した。その結果，内容とＨＴＭＬｌｌﾘ〕形式の更新を，それぞれ独立

で行うことが可能になった（Ｕｇａｗａら1999)。

この方式を取り入れることで，「標本iiuililiデータ（分類データ)」と「標本画

像データ」を元に「牧野ＤＢ」のＨＴＭＬ化ルーティンの作製も可能となった。

(5)電子顕微鏡画像データのデジタルアーカイブシステム構築

電子顕微鏡画像は特殊サイズのネガにi氾録される。大量のネガ画像を元デー

タとして保持する場合には，その閲覧が雌し〈，その状態から共通のリソース

になるようなiilii像データの提供はlkl難である。まず，Ｉｔ１１究者個人レベルでネガ

データの閲覧が簡単に行うことができるシステムとして，ネガ画像のデジタル

アーカイブ作製システムをｲｶﾞi築した（水１１;〔・池lll1999)。

電子顕微鏡写真の特徴は，，!:liコントラスト・低ラティチュードである点であ
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分類コード■ご封

司鶚ﾖｰﾄﾞ|画像コード

上位分類コード

■｡.￣．｡▽・~■’

妊影データ

標本データ

蝋ファイル

アゲリ‐品秋‐聿弍‐‐乱‐’‐‐‐．｜｜や‐》『‐‐｜‐‐｜‐『・イー｝‐．．｜‐｜｜可‐］‐・‐巴蒋Ｌ阯陛』｝→（・１＄Ｔいが・１９十・｜ｑ」

■露垂写祀西

分岐コード

分岐コード(1)

分類コード①

分岐コード②

ﾄﾞ② 分類．

検

検索キー脱明図

図５リレーショナルデータベースの櫛造図

|]本産アリ類データベースでは,上lidの５F]i瓢のフラットデータベースをリレーションするこ

とで，適正な構造化が可能になった。

る。従って，ネガフィルムのごく狭いllljの漉度差をできるだけ豊かな階調幅で

デジタル化する必要性がある。そのために，できるだけ階調レンジの広い（3.2

,）イメージスキャナーを選定し，かつフレーム毎に自動露光補正を行いなが

ら岐適化するデジタル化ルーティンを作製した。デジタル化した電顕画像デー

タは，粒子性が高くＪＰＥＧのように１１.lilliii度の漉淡変化を削除するタイプの圧

縮法には適していない。従って，－次lIl1i像データはＴＩＦファイル形式で記録

した。電顕撮影時にネガに写し込まれるネガのシリアル番号をファイル名とし

て利用し保存した。

本システムを実際に利用した結果，テクニシャンクラスの補助要員を約2時

間講習することで，－時間あたり２０枚雁皮の人力スピードを確保することが

できた。現在，本システムによりIlil人ljA1魔|]的のデータアーカイブが構築され

分類コード

シノニ兵ゴノー鴉

腿城者'１

記熟年

館iIli文献)〉:Ｂｊｊｉ

学名

和名} '1 

解脱

解脱者名mTn

分布影一夕

分布図ファイル
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つつある。

（６）文献データのデジタル化

学術刊行物には既に絶版となり人手イｊ１能な文献が多い。そのうち，著作権

が切れた文献，あるいは著作苔・出版il2のi\｢可が得られた文献については，ネッ

トワーク上で閲覧できるデジタルリソースとして公開することが可能である。

そこで，古い文献のデジタル化の尖例として，既に著作権が切れた文献のデジ

タル化と，著作者と出版社の「解を得たｋでの絶版本のデジタル化を行い，そ

の手続きの有効性を調べた（参考サイト７)。

著作権が切れた過去の文献は，企てのページをイメージスキャナーで取り込

み，中解像度（325×552ピクセル)，尚解像度（540×９１７ピクセル）のGIF

1dIi像ファイルとして保存した。各ページのiimi像には，JavaScriptを用いてペー

ジ順指定のページ，索jjlにジャンプできるようなインターフェイスを作製し

た（図６，参考サイト８)。

また，著作権者からテキストデークを得ることができた２冊については，原

で、兜、回や(1,04ⅢF杓o好､､いむqnL-mの惇■か「●ず三一￣ニーーミーーＬ￣_冨弓~＝~ニロ巳lロー＝

】ＮＲＩＨＩＩＩ【

】Ｙ 』卜ＨＡＶＩＤＲ

Ｉ－Ｈ【】Ⅲ

シＺＭＭＤｒ【、［

｡ＩｎｄＦｎ［ 

句Tm

図６T17い文献画像のデータベース化

左の画面のボタンを利用することで，ページをめくったり，目的のページを表示する

ことができるｃ

□■▲９－勺--'～,o-PU＋●中仇か■句一がＰＴヴロＦ●b

Contentsll 

CＯＮＴＲＩＢＵＴＩＯＮＳ 

ＴＯＴＨＥ 

SＴＵＤＹＯＦＴＨＥＢＥＨＡＶｌＯＲＯＦ 

LＯＷＥＲＯＲＧＡＮＩＳＭＳ 

ＢＹ 

ＨＥＲＢＥＲＴＳ・JＥＮＮＩＮＧＳ

PubⅡshedbytheCamegiClnstItutionofWashIngton,１９０４ 

・pQlvpmfBgqlp､１）
・HQf弧ＱｍＮｑｌｑ(p,３）
・FirStPapCr(ｐｐ･Ｓ－Ｚ８）

IＮＤＥＸ 

BcalGIlQ藤jlQhcR1andc｡Ｍｉｎ化nclMIemful5orl3

・SecomdPapcT(pp､29-72）
Ｒ唾aGIIQns1QllghtlnFiIja1騒

・TIWdPYBpeT(pp,73-87）
iVndlkUgdliUl(畷

R轍pupqX5jQnlImUIl,ｉｎ幻IermIFm(j（歓⑬

・Ｆｏｍｌｈ偽pGw(cqmlmtS)(pp､89.107）

＝＝ニーーーー
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書中の写真・イラストをスキャナーで取り込み画像ファイル化し，テキスト部

分をＨＴＭＬ化することで，できるだけ原著に忠実に画像をインライン表示さ

せるように工夫した。

いずれも，研究者がボランティアとしてできる程度の作業量で，かなり高い

品質のデジタル画像本を複製することができた｡専門書は元々発行部数が少な

く，かつ絶版に至る期間が早い。従ってデジタル化した場合においても商業化

できるほどの頻繁なアクセスを期待できるものではない。この様な学術刊行物

を，多大な労力をかけることなくデジタル化し，末長くネット上で閲覧できる

ようにする試みは，今後のネットワークリソースの多様化にために必要である

と考えられた。

考察

本研究で一貫して問題としている課題は，第一線で活躍する研究者が個人で

所蔵するデータをインターネット上に発信するために，どのようなサポートが

必要であるかを明らかにすることである。我々は，既にいくつかのデータベー

スプロジェクトのコンサルティングを行う間に，既存の文献を通じては公開・

入手できないカラー画像・動画等の公開・閲覧に対するの要望の強さを感じて

きた。テキストデータについては，既存の文献データベース，また培養株の特

`性などを記したカタログ本がバイオリソースとして既に活用可能な状態にある。

しかし，出版経費のかさむカラー画像については，分類情報の基盤となるデー

タであるにもかかわらず，なかなかネットワーク上に公開されていないのが本

プロジェクト開始当時の現状であった。本プロジェクト期間中に，我々がコン

サルティングを行ったり，またその結果できたサイトを参考にした画像データ

ベースがいくつか出現したことは喜ばしいことであるが，未だ研究者における

データ公開が一般化していると言える状況に無い。研究者が時間を割いて何か

を行うということは，当然そこにオリジナリティーを要求される。その意味に

おいても，未だ基盤として終わない生物の形態画像データベースを主目的とし

て，研究者のデータ発信をサポートするシステムを構築することは今後の生物

系バイオリソースの充実を目指す上で意義の有ることと考えられる。

そこで，まず既存の標本がほとんど皆無である原生生物の形態画像の或いは

動画のアーカイブ手法から始まり，画像を中心としてデータベース作りにおい
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てImlが最も重要であるかを券察した。

（１）研究者が自らデータを発信する為の環境作り

多くの研究者は，データベースを自ら作製した経験を持たない。また，その

ような研究者に対してiMiしい(l:組みをトレーニングさせる試みは，決して良い

結果にはつながらない。１$尖，筆者らも「アリＤＢ｣，「牧野ＤＢ」をコンサル

ティングする過程で，必饗以｣二に複雑なシステムを導入することは却って研究

行のデータベースに対する興味をそぐ結果に繋がることを経験した。従って，

できるだけ従来の研究スタイルを変えることなく，新しい高度情報化社会への

データ提供を促進するようなデータベース構築〃式を考案してきた。この点は，

蚊先端の技術導入により企業イメージを確保しようとする商業レベルのデータ

ベースと本研究で対象にしている学術データベースは初KIIの構築過程で〃|;'１性

が全く異なることを示している。

画像データベースの為のデータ収集においては，従来の研究者が出版社に対

して行ってきたこととliil様に，３５ｍｍスライドデータをデータ媒体とした万

八を取り入れた。PhotoＣＤシステムを使ったlllUl像のデジタル化は多くのlil{究

苛の希望を満たすだけの,'Ⅱ',衝を(ｉｉｉ保することがIIJ能で，またその手続きも業背

に発注できるという点で，１分簡素であった。また，そこから得られる５段階

の解像度の画像はそれを炎不するＷｅｂページのレイアウトに柔軟性を持たせ

る事が可能であった。

－〃では，研究機器のデジタル化に対応すべく，デジタルカメラを使ったi1m

像データ取得システムの研究も行ってきた。現時点で販売されているデジタル

lIlli像人力システムのほとんどは，顕微鏡撮影などの特殊な環境では必ずしも,舟

いIi'|能を発揮できるものでは無く，高品位を目指す指向では今一つ実力にかけ

る機器が多いことが判|ﾘ1した。しかし，コストilIiや即時性という点で優れてい

ることから，３５ｍｍフィルム系との棲み分けがしばらく続くものと思われた。

「原虫ＤＢ｣，「アリＤＢ」「牧野ＤＢ」で－貸して取り入れた，分類カスケード

をサムネール画像のリストでたどる方式は，今後，他の分類群の形態lmii像デー

タベースにおいても雛形となりうるものである。このような雛形とその解説を

サポートシステムの部,Ｉｉｌ１１として提示することで，データを発信しようとする研

究者が具体的な完成イメージを持つことができる。その結果，より高いモチベー

ションで作業を行うことが'１能になるものと考えられた。
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初期のデータ収集過程では，その段階が逐一Ｗｅｂを通じて公開できるよう

な，ＨＴＭＬ形式でのデータ統合が有効である。次の段階として，データがあ

る程度出そろった段階で，それらを柵造化することでより高度なデータベース

形態への発展が可能となる。これは，必ずしもデータを発信する研究者によっ

て行われる必要は無い。何故ならば，一旦Ｗｅｂで発信されたデータはそのサ

イトが有るかぎりは，リンクとして他にも流１１]が可能だからである。しかし，

一方では分類カスケードや分類キーによる絞り込みの手lllliはそれ自体が研究者

のオリジナリティーを示す要索である。そのような，分類・検索手lIriをＷｅｂ

－ｋのリンクとして反映するためには，元データの楠造化は是非とも行われなけ

ればならないステップで有る。「アリＤＢ」においては，初期のＨＴＭＬ型のファ

クトデータベースを元に，データベースソフトを利用したリレーショナルデー

タベースへの構造化を図り，その１１$点でより高度なリンクを持つＷｅｂを作り

上げることができた（Kiharaら1997)。その過程で行われた，「分類記ilikデー

タ」「画像データ」「文献データ」「分類キーデータ」の独立化は，他の分類群

においても利用可能な雛形の一つとして，今後サポートサイトにおいて提示す

ることになる。

(2)デジタル画像データの可能性の提示

カラー画像を低コストで配傭することができる点が，現在のＷｅｂの大きな

特徴である。更には，既存のメディアでは配備することができなかったデータ

形態を発信・閲覧することがiil能となる。本lﾘﾄ究では，新たな可能性の一例と

して動画データベースを元に，剛微鏡の３次元Idli像データ配信，デジタルタイ

ムラプス動画の配信・閲覧手法について研究した。

原生生物の形態は動的で，活動的に動いている状態でのみ観察しうるケース

が多い。例えば，ツリガネムシの１Ｗのらせん形状は収縮した状態でのみ観察さ

れる形態で伸張時は消える（図２参１１(1)。類似の形態の繊毛虫で柄が伸びた状

態を保つ場合には別の種に分顛される。したがって，この柄の伸縮性は分類学

的にも重要なキーであるが，それがどのような状況下で，どの程度のスピード

で収縮するかを知らなければ実際には認知することが難しい。このような動的

形態の描写は，従来既に観察経験があるﾘﾄﾞを前提に文章で記載する手法しか無

かったが，動画を共有データとして利11Iすることで，未経験の相手をも対象に

記載することができるようになる。
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また，動画的な描写を用いることで顕微鏡観察時に焦点を変えながら立体的

な形態を観察する手l11Eiと同様の動miilHli像を配信することも可能になった。更に，

ゆっくりとした動きのために認識できなかった形態変化もタイムラプス動画を

使って表現することができる。

このように従来のメディアでは不可能であった画像（映像）データをマルチ

メディア型のデータベースに取り入れることは，今後の研究'情報を飛躍的に豊

かにするきっかけになり，その価値が認められればますますバイオリソースと

してのデータベース活用の促進につながるものと期待される。

(3)学術データアーカイブのための共同作業

研究者の活動はたんに新しいデータを'1に示すだけでは済まない。新しい知

見は，同時代の研究者の手によって，レビューとして過去の業績とともに取り

まとめられ知的基盤としての性格を深めていく。言わば，時代時代で，それぞ

れの視点に立った過去の業績のデータベース化が行われてきたということがで

きる。自然科学的研究手法においては，新しい知見が常に過去の知見の上に成

り立っていることが重要な意味を持つ。したがって，今後新しい情報システム

上で知的基盤を形成するうえにおいて，同一システム上で過去の知見を並行し

て蓄積していくことが重要である。

本研究で行った過去の文献のデータベース化の試みは，研究者が保管してい

る過去の貴重な文献を将来に渡って利用可能にする作業であり，従来の研究ス

タイルにおいてレビュー等を通じて印刷物の更新が行われる過程と共通した意

味合いを持つ。特定分野の関連文献が現在でも人手が難しく，かつ商業ベース

における復刻も困難であることから，今後研究者が必要に応じてそれらのの文

献をデジタル化する作業を行うことが現実的である。我々は，本方式に準じた

活動を多数の研究者が行うことで，結果的にはインターネットを通じた共同作

業となり，やがて巨大学術アーカイブが集積されることを提案している（図7)。

本研究の当面の目標は研究者が自らデータベースを構築・維持・管理するた

めのシステム開発である。しかし，いかに個々のシステムを開発しても，肝心

の研究者にデータベースを榊築・公開しようとする意欲がなければ役に立たな

い。そのような研究者の意欲を引き出すには，構築・公開されたデータベース

が「研究業績」として認められ，公的機関により恒久的に保存される社会シス

テム（知的基盤）の整備が必要である。

dｏ 
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主として漣通する燭鰡

…国i;□……

〔iiD二画
生藤保存生産と発信保存

印刷メディアにおける学術精報の流れネツトメデイアにおける学術情報の流れ

図７公的サポートシステムの概略図

既存の印刷メディア（左）における「図１１)館」と同様の役割をするネットメディア（右）
上のサポートシステムを提案している。

従来の科学では，研究者が作り１１)した情報は学術雑誌等の印刷メディアに記

録され公開される。そして，公開されたものは大学図書館等で恒久的に保存さ

れる。この学術情報の恒久的な保存により，後になって論文等で引用すること

が可能となり，また，公開された情報が研究者の業績として認められるのであ

る。しかし，現在，ネットワーク上でボランティア的に発信された情報につい

ては，印刷メディアにおける大学図書館のような恒久的な保存のための公的機

関がない。このため，ネットワーク上にある情報は，論文等で引用することも

できず，研究者の業績としても認めらない。業績にならなければ，研究者に情

報発信しようという意欲が生まれないのは当然といえる。

したがって，研究者によるネットワーク上での情報発信を活性化するには，

その発信された情報を研究業績として認知する社会システムを確立しなければ

ならない。そして，その基盤となるのが，発信された情報を評価し，学術的価

値があると認められたものを恒久的に保存する公的機関の設置である。現在，

そのような公的機関をどのように機能させればよいか，そして，そのための社

会的なルール作り（引用文献の記述法，バックアップの方法，等）について検

討中である。

参考サイト

原生生物'情報サーバー

http://protistj､hosei､acjp/Protistmenu､ｈｔｍｌ 

日本産アリ類カラー両像データベース

http://ant,ihoseiacjp/Ant､ＷＷＷ/INDEXＨＴＭ 

1． 

２． 
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牧野標本館タイプ標本データベース

http://amebajhosei､ac.』p/BIDP/makino／

アサガオ画像データベース

http://protistj・hosei､acjp/Asagao/Yoneda/menuhtml

PhotoCDをＷｅｂに紋せるまで

http://taxasoken､ac.』p/proceeding/OLＷＳ/H2PhotoCD/indexｈｔｍｌ

占い文献の復活計画

http://ant､ihosei・acjp/ＷＷＷ/Kihara/DataBase/DigitalBook/、dex・ｈｔｍｌ
ＣＯＮＴＲＩＢＵＴＩＯＮＳＴＯＴＨＥＳＴＵＤＹＯＦＴＨＥＢＥＨＡＶＩＯＲＯＦＬＯＷＥＲ 

ＯＲＧＡＮＩＳＭＳ 

ｈｔｔｐ://ameba.i・hoseiac・jp/DIB/JennO4／
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